　　　ＮＭＣ１２月月例会　農業の新産業としての復活－パソナ地下農園の見学会

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年１２月６日　　１６時３０分～２０時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1、 テーマ

日本の金融街の中心地大手町の高層ビルの地下に農園ができて、稲やトマトが栽培されている。小泉前首相、竹中前総務大臣、全国の農協団体が見学に訪れている。そこには、人材派遣会社パソナが農業を新産業として復活させようとする意気込みが溢れている。ＮＭＣの月例会として見学した。

2、 時代背景

（１）魅力に欠ける農業

　日本の農業従事者の高齢化が進み、若者は魅力のない農業からはなれてゆき、農業の衰退は深刻である。食料の自給率の低下は避けられない。

（２）近代化の圧力

　ＦＴＡの嵐は目前に迫っている。改革の遅れた農業というお荷物を背負っている日本は中国に追い込まれ、国際的な立場を不利なものとしている。近年、特区制度や２００５年９月規制緩和の一環として、株式会社による農業経営（農地リース方式）が全国で認められ、株式会社にとっては医療・教育に並ぶ未開の地であった農業への本格的な参入が可能となった。しかし、「食」関連企業・異業種企業からの参入の出足もあまりいいとはいえなく、＜緩和から２００６年１１月までに１７３社の参入＞農水省も２０１０年までに５００社の参入を目標としている。

（３）失業問題

多くの若年者はフリーターとして人生に希望を失い、社会に無関心になり、苦しんでいる。一方、団塊の世代が大量に社会に放出されかかっている。第二の人生に戸惑っている。

3、 株式会社パソナの戦略

人材派遣会社を日本で新規に立ち上げ、発展させてきた永い経験から、今後、日本においても農業が大きく見直され、新しい雇用の場として多くの人が働ける可能性を秘めていると考えている。農業分野における人材派遣のパイオニアとなるべく、農業インターンプロジェクトを次のように開始している。

（１）農業実地体験

２００３年以降、秋田県、青森県、和歌山県の農村に農業に関心のある若者（６ヶ月間）や中高年者（2週間～１ヶ月間）を現地に送り込み、農作業実習、企画、生産、販売の実習を行ってきた。グループを作って参加するので悩みの相談ができ、不安解消に役立っている。地元の人と仲良くなり、定着したい気持ちを生じ、農業をしてゆける自信を持つようになる。中高年者は組織人としての体験、営業、財務、デザイン等の経験から、加工、流通、品質管理、商品開発で実力を生かせることを発見し、生きがいを感じている。農業に対する関心が高まり、農業大学校に進む者も出てきている。この企画が反響を呼び、県庁の誘致活動も多くなり、農業法人・農家からの求人情報が増え、農業に関心を抱く人も増えてきた。

（２）大手町地下工場

コンクリートの金融街の地下の農園という意外性が多くの人の関心を呼んでいる。農業に全く関心のない人に関心を持ってもらう、関心があっても遠方まで行く不便を解消する目的をもって生まれた施設である。超高層ビルの地下２階にその畑はある。地下鉄大手町駅隣にあり交通便利である。　

床下の配管で水と肥料を送り、ポンプで循環する閉鎖系である。作物によりＰＨと電気伝導度、水温を最適に保っている。太陽の光でなくてもダイオード等の光で植物は生育する。

①　農場の設備

Room 1  花卉類　
白色ダイオードによる花（年間３～４回の模様替え）の栽培

Room 2  ハーブ類　
メタルハライドランプによるハーブ栽培

Room 3　棚田　　　
メタルハライドランプと高圧ナトリウムランプによる稲の栽培

　　　　　　　　　　
水温２０～２４度、室温１５～３０度　３期作可能　扇風機の風が有効。

Room 4  果菜類(トマト)壁に銀紙を貼り、蛍光灯を乱反射させる。水耕栽培で一本で約千個収穫
Room 5  野菜　　　
メタルハライドランプを使用し胡瓜、パセリ、ピーマン等栽培
Room 6　育苗室
植物工場をイメージできる植物の栽培　サラダ菜等栽培

2 採算

 光源や水の循環装置に当初の投資が必要である。電気代、肥料等ランニングコストが掛かる。最小限の金額を質問したが、基本的に公表していない。ここでは生産性ではなく、植物や園芸や農業に興味を持っていただくことを目的にしているとのこと。家庭菜園への普及はまだ先のようだ。大規模の設備で成功しているのは、カゴメによるトマト栽培という。

③　当施設の目的

世間に当社の農業にかける心意気を訴えることである。日本の農業を近代的経営にし、その中で当社の得意とする人材ビジネスを農業分野に拡大し農業分野の活性化と雇用の創出することである。農業団体やマスコミでも注目され、所期の目的は達しつつある。 

４、懇親会　
１時間の見学、３０分の質疑の後、ビル地下１階のレストランで懇親会が行われた。阿片さんの知り合いの山形県の青年農業家数名のお話を聞く機会を得た。品質改良の全国品評会で入賞するような企業努力をしている人々であった。農協利用は採算良くないので、市場から資材は調達し、販売も直接近隣の消費者や都会の料理店に販売していると言う。一般的に若者は農業を継ぎたがらない。普通にしていれば儲からないからだ。一般産業の近代的経営手法を農業に投入しようとするパソナの主張から多くの刺激を得たようだ。

５、ライターの感想

　景気回復ムードの中で格差拡大が指摘されている。都市と農村の格差是正は大きな政治的社会問題である。国を挙げてパソナの願いの実現に協力して欲しい。　　（　文責　－　榎本行雄　）

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
